
 

1 月 20 日に那珂川町、那須烏山市、大田原市に受益地を持つ西の原用水の隧道区間で、現地調査を実

施しました。西の原用水は、大田原市福原地内に位置する西の原頭首工から取水され、965 ha もの受益

地に農業用水を届けています。 

この現地調査は、土地改良区、那珂川町、塩谷南那須農業振興事務所、関係業者等が参加し毎年行って

いるもので、隧道内部の劣化状況の把握を目的としています。調査の結果、側壁に数カ所の劣化が確認さ

れましたが、緊急で補修が必要な箇所は見られませんでした。 

また、今年度に着手した隧道改修工事の実施状況も確認することができました。 

 今後も隧道内部の調査を定期的に実施し、劣化状況の把握及び早期対策を行うことで、災害に強い農

業水利施設となるよう努めていきます。 
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